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※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

新
成
人
お
め
で
と
う

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
20
歳
の
春
を

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
の
新
成
人
は
全
国
で
１
２
３
万

人
。
長
浜
市
で
は
１
２
９
５
人
が
大
人

の
仲
間
入
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
12
月
１
日
に
長
浜
曳
山
祭
が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

４
百
年
以
上
に
わ
た
り
、
長
浜
の
町
衆

の
努
力
と
熱
意
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ

た
祭
が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
証
で
す
。

湖
北
・
長
浜
で
育
っ
た
我
々
の
誇
り
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
歴
史
と
文
化
の
薫
る
長
浜
市
を

継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
よ
う
な
情
熱

に
あ
ふ
れ
た
若
い
力
と
郷
土
を
愛
す
る

心
が
必
要
で
す
。
曳
山
の
若
衆
が
「
ヨ

イ
サ
！
ヨ
イ
サ
！
」
と
威
勢
の
い
い
掛

け
声
で
盛
り
上
げ
て
き
た
よ
う
に
、
長

浜
の
ま
ち
を
皆
さ
ん
の
声
で
よ
り
一
層

元
気
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
未
来
は
前
途

洋
々
で
す
。
一
方
、
今
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
環
境
の
変
化
な
ど
に
戸

惑
い
、
新
し
い
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と

に
不
安
を
抱
く
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
不
安
や
困
難

を
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
そ
し
て
夢
と
希

望
を
持
っ
て
乗
り
越
え
、
大
き
く
飛
躍

し
て
く
だ
さ
い
。
大
人
と
し
て
の
権
利

を
得
た
皆
さ
ん
は
、
与
え
ら
れ
た
義
務

と
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
長
浜
市
は
新
た
な
総
合
計
画
の
も
と

で
郷
土
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
12
万

都
市
の
「
市
民
の
力
」
と
行
政
が
し
っ

か
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ

&
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
挑
戦
と
創
造
）」

の
精
神
で
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
、
長
浜
市
を
一
緒
に
な
っ
て
創
り
ま

し
ょ
う
。
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「
滋
賀
県

 

が
ん
と
向
き
合
う週

間
」

　
滋
賀
県
で
は
、
毎
年
２
月
４

日
〜
10
日
を
「
滋
賀
県
が
ん
と

向
き
合
う
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
県
民
や
事
業
者
に
が
ん
に
関
す
る

理
解
と
関
心
を
広
め
る
と
と
も
に
、

が
ん
の
予
防
、
早
期
発
見
等
に
関
す

る
自
主
的
な
取
り
組
み
へ
の
意
欲
を

高
め
る
た
め
の
活
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
市
立
長
浜
病
院
で
は
、
週
間
に
合

わ
せ
て
、
中
学
校
へ
の
出
前
講
座
の

ほ
か
、
が
ん
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
各
種
事
業
を
行
い
ま

す
。

● 

相
談
窓
口
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
設
置

　
が
ん
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置

し
ま
す
。
早
期
発
見
や
治
療
の
方
法

な
ど
、
専
門
的
な
相
談
に
も
看
護
師

が
応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
設
置
も
行
っ
て
い
ま
す
。

︻
期
間
︼
２
月
６
日（
月
）〜
10
日（
金
）

︻
場
所
︼
市
立
長
浜
病
院
玄
関
ホ
ー
ル

●
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
が
ん
患
者
の
就
労
に
関
す
る

　
個
別
相
談
会
（
※
要
予
約
・
無
料
）

︻
日
時
︼
２
月
８
日（
水
）13
時
〜
15
時

︻
場
所
︼
市
立
長
浜
病
院
内

︻
講
師
︼
び
わ
湖
労
務
士
事
務
所

　
　
　 

遠
藤
な
る
み
先
生

問
・
申
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
６
８

－

２
３
５
４

　「
滋
賀
県
が
ん
対
策
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

の
週
間
は
、
県
の
み
な
ら
ず
関
係
機

関
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
啓
発
活

動
を
展
開
す
る
も
の
で
す
。
市
立
長

浜
病
院
で
は
、
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
少
し

で
も
が
ん
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
え

る
よ
う
、
が
ん
に
関
す
る
知
識
や
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
積
極
的
な
取
組

を
行
い
ま
す
。

このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ
“健康豆知識”などを紹介します。

問

市
立
長
浜
病
院

　 （
☎
６
８

－

２
３
０
０〈
代
表
〉）

▲誓いの言葉で心を新たにする新成人

市立病院通信‒◯‒70
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◆支援ボランティア募集
　曳山の曳き手ボランティアと渡り（役者行列）の祭礼

用具の運搬ボランティアを募集します。

【応募資格】18歳以上の男性（高校生不可）
【期　　間】４月14日（金）～15日（土）
〔登 り 山〕４月14日（金）11時～16時

〔夕 渡 り〕４月14日（金）17時30分～21時30分

〔朝 渡 り〕４月15日（土）６時～９時

〔太刀渡り〕４月15日（土）６時～11時

〔本　　日〕４月15日（土）８時30分～20時50分

〔戻 り 山〕４月15日（土）21時～24時

※ くじ順により従事時間が前後しますので上記時間は

目安となります。４月13日（木）のくじ取り式後に役

務を調整のうえ、集合時

間等を連絡します。

【服　　装】
　動きやすい服装（はっぴ、

装束、軍手は貸与）

【応募方法】  ２月28日（火）までに①住所②氏名③電話
番号④参加できる日時を直接または郵送、

FAXで下記まで。

問・申曳山博物館（元浜町14－８）

　　（☎６５－３３００　 ６５－３４４０）

◆「三番叟」役者募集
　長浜曳山まつり子ども歌舞伎の開演を祝う舞、「三

番叟」の子ども役者を募集します。

【応募資格】現在、市内小学校に通う３～５年生の男子
【出　　演】４月13日（木）～16日（日）
　　　　　 壱番山の曳山舞台

【募集人数】１人（応募多数の場合は抽選）
※出演経験のない人優先

【そ の 他】衣装代等の個人負担なし
【応募方法】  ２月19日（日）までに①住

所②氏名③学校名④学年

⑤保護者名⑥電話番号を、

直接または郵送、FAXで

下記まで。

問・申曳山博物館（元浜町14－８）

　　（☎６５－３３００　 ６５－３４４０）

　４月15日（土）に長浜八幡宮に設ける桟敷席の予
約を、下記のとおり受け付けます。
【料　　金】１人3,000円
【受付期間】２月１日（水）～15日（水）
※ 電話で下記まで。申込み多数の場合と場所は抽選。
問・申（公社）長浜観光協会（☎６５－６５２１）

曳山まつり「観覧桟敷席」予約受付中

ユネスコ無形文化遺産登録　長浜曳山まつり祝

長浜盆梅展　ライトアップもお楽しみください
２月４日（土）～３月５（日）の土日祝日および２月13日（月）・14（火） 
17時～20時30分（入館20時まで）

　長浜に春を呼ぶ風物詩「長

浜盆梅展」が始まりました

（３月12日まで）。今年も夜間

ライトアップを行います。昼

間とは一味違った幻想的な盆

梅をご覧ください。

【会　　場】慶雲館（港町）
【観覧料金】大人　　 500円
　　　　　 小中学生 200円

夜間公開時間帯（17時～20時30分）
に限り無料で入場できます。
※１枚につき１人まで。
【有効期間】
２月４日（土）～３月５日（日）の土日祝日
および２月13日（月）・14日（火）
※ 点線で切り取ってお持ちください。

第66回 長浜盆梅展

夜間
3 3

観覧無料券

４月15日　御旅所に曳山全13基が勢揃い
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